
　　　　

令和６ 年 12 月 2 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス　あし・うたり 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 理念　利用児者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じて自立した日常生活を地域社会において営むことができるよう支援する。

支援方針
➀利用児者が持てる力を出し切るように努める。利用児者が自分の力に自信を持ち自主性を養う

②それぞれの発達段階で地域（社会）（人）の期待に応え自己の願望や思いを遂げると同時にそのことを誇りに思えること。

営業時間 送迎実施の有無 ※ご自宅への送迎は行っておりません。

支　援　内　容

本
人
支
援

〇基本的生活スキルの獲得や向上、健康状態の維持や改善は計れるよう支援します。
【具体例】
日常生活動作（手洗い、更衣動作、排泄など）、持ち物の管理（下駄箱に靴をしまう、ロッカーに荷物を入れる）など

〇運動機能、バランス感覚、姿勢保持、上肢や下肢の運動・動作の改善などの発達を促していきます。
【具体例】
アクティビティ（粗大運動）、リズム（音楽に合わせて体を大きく動かす）、刺繍（針をつまむ、刺す、引っ張るといった動作）、歩行練習、自転車練習　など

〇空間認知、時間認知、数の概念、距離感の習得を目指します。

〇要求、聴く、模倣するなど、円滑なコミュニケーションスキルの獲得を促します。
活動の中で行動、色、身体の部位、速さを表す言葉、挨拶や報告など社会性のある言葉などを結び付けていきます。
日々のコミュニケーションの中で、困ったことや難しいことを他者に伝える力（SOS発信）をつける。

〇人との関わりや活動を通して、人間関係・社会性を身につけ、協調性や思いやりを育み、将来の自立に向けた練習を実践的に学んでいきます。
自分で出来ることを増やす・伸ばす、周囲を見る力、指示を聞き行動する力、やるべきことをやる、一人では難しいことは人を頼る　など

主な行事等 ・季節の行事(お祭り、ハロウィン、クリスマス会　等)・学習発表会・保護交流会・事業所見学会など

家族支援
保護者交流会・保護者会・事業所見学会・学習発表会・療育の見学など様々なア
プローチで家族支援を行っています。親も利用児も楽しく学べるを大切に様々な
活動を行っています。

移行支援
保護者のニーズを大切に就業体験の幅を広げスムーズに就労移行できるよ
う取り組んでいます。長期休みや土曜日を利用し、同法人内の就労支援事
業所に行き就労体験を行っています。

地域支援・地域連携
行事（祭りなど）地域の方に来て頂き連携を取っています。地域の課題を把握し
中核機能事業所として専門職が地域の会議などに参加し地域の支援を行っていま
す。

職員の質の向上
月に一回土曜日の午後に全職員が集まっての研修を行い支援の質向上に努
めています。（外部講師を招いての研修・内部での支援の振り返りなど）
相談支援・強行・虐待防止などの研修に積極的に参加しています。


